
審査のおおまかな流れ  
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※ 事案の内容等により、審査に時間がかかる場合があります。 

  なお、審査の申出をした場合でも、固定資産税の納期限は延長されません。 

 

決定に不服がある場合には、決定があったことを知った日の翌日から起算して６か月

以内に千葉市を被告として（審査委員会が被告の代表となります）取消しを求める訴訟

を提起することができます。 
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 審査申出書の副本を評価庁（市税 

事務所）に送付します。 

 

弁明書の副本を審査申出人に送付 

します。 

 

反論書の写しを評価庁（市税事務 

所）に送付します。 

弁明書 

評価の内容等を

説明した弁明書

を提出します。 反論書 

弁明書に対し反論

がある場合に提出

します。(任意) 

口頭意見陳述（審査申出人の希望がある場合に実施） 

審査委員会に対し、口頭で意見を述べる場です。評価内容の説明

を求めたり、質問を行う場ではありませんので、ご注意ください。 

審査の決定 ※ 

・決定には、認容、棄却、却下があります。 

・決定の日から１０日以内に決定書の謄本を審査 

申出人と評価庁（市税事務所）に送付します。 

審査申出書に必要な事項が記載され

ているかなどの形式的な審査を行い

ます。 

審査申出書 

 実地調査（審査委員会が必要と判断した場合に実施） 

 審査申出人は、この調査に立ち会うことができます。 

審査委員会 審査申出人 評価庁（市税事務所） 


